
1 
 

令
和
二
年
度 

一
般
選
抜
（
前
期
日
程
） 

 

小 

論 

文 
   

注
意
事
項 

 

１ 

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ

ん
。 

  

２ 

こ
の
問
題
冊
子
は
、
表
紙
を
含
め
て
７
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。
ま
た
解
答
用
紙
２

枚
と
下
書
き
用
紙
２
枚
が
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

試
験
中
に
問
題
冊
子
や
解
答
用
紙
、
下
書
き
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の

落
丁
、
乱
丁
お
よ
び
解
答
用
紙
の
汚
れ
等
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て

監
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。 

  

３ 

解
答
用
紙
に
は
解
答
欄
以
外
に
次
の
記
入
欄
が
あ
る
の
で
、
監
督
者
の
指
示
に

従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
記
入
し
な
さ
い
。 

（
１
） 

受
験
番
号
欄 

（
２
） 

氏
名
欄 

  

４ 

氏
名
、
受
験
番
号
が
正
し
く
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
採
点
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

  

５ 

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
、
下
書
き
用
紙
は
持
ち
帰
り
な
さ
い
。 

 



2 
 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 
 
 

（
小
松
秀
樹
、
小
松
俊
平
、
熊
田
梨
恵
編
、
『
地
域
包
括
ケ
ア
の
課
題
と
未
来 

看
取
り
方
と
看
取
ら
れ

方
』
、
ロ
ハ
ス
・
メ
デ
ィ
カ
ル
、
２
０
１
５
年
か
ら
抜
粋
、
一
部
改
変
） 

   

問
１ 

傍
線
部
Ａ
認
知
症
高
齢
者
の
「
意
味
の
世
界
」
が
壊
れ
な
い
配
慮
に
つ
い
て
、
著
者
自
身
は
ど
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
か
。
１
７
０
字
以
内
で
記
述
し
な
さ
い
。 

  

問
２ 

傍
線
部
Ｂ
生
活
の
場
に
出
向
い
て
支
え
よ
う
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
支
え
る
こ
と

な
の
か
。
１
０
０
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

  

問
３ 

傍
線
部
Ｃ
入
院
を
経
由
す
る
と
生
活
の
場
に
戻
し
に
く
い
に
つ
い
て
、
著
者
が
何
故
そ
う
述
べ
て

い
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
本
文
の
文
章
を
用
い
て
３
０
０
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

  

問
４ 

高
齢
者
の
認
知
症
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
か
ら
保
健
医
療
を
学
び

医
療
専
門
職
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
あ
な
た
の
考
え
を
、
本
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
３
０
０
字

以
内
で
論
じ
な
さ
い
。 

 
 



3 
 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

問
１ 問

題
文
お
よ
び
設
問
の
正
確
な
理
解
と
し
て 

要
素
１ 

 
 

「
意
味
の
世
界
に
入
っ
て
あ
げ
る
」
ま
た
は
「
意
味
の
世
界
に
入
る
」
、「
相
手
の
世
界

に
入
る
」
等
の
、
認
知
症
高
齢
者
の
「
世
界
」
を
共
有
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
記
述
が
記

さ
れ
て
い
て
、
妥
当
な
論
述
で
あ
る
か 

要
素
２ 

 

認
知
症
高
齢
者
の
誇
り
を
保
つ
た
め
の
具
体
的
な
行
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、
①
「
敬
語
を

使
う
」
③
「
ゆ
っ
く
り
話
す
」
④
「
逆
ら
わ
な
い
ま
た
は
否
定
し
な
い
」
⑤
「
笑
顔
で
あ
る
こ
と
」

⑥
「
適
切
に
触
る
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
？ 

の
二
つ
の
観
点
で
採
点
し
て
い
ま
す
。 

 

問
２ 解

答
内
容
の
妥
当
性
と
し
て 

・
要
素
１ 

「
医
療
職
」
「
多
職
種
」「
ケ
ア
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
等
の
総
称
が
含
ま
れ
て
い
る
か 

・
要
素
２ 

「
医
師
」「
看
護
師
」
「
保
健
師
」
「
理
学
療
法
士
」
「
作
業
療
法
士
」
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
」
な
ど
の
専
門
職
の
固
有
名
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
か 

・
要
素
３ 

「
自
宅
」「
生
活
の
場
」「
施
設
」
な
ど
の
居
住
す
る
場
の
名
称
が
含
ま
れ
て
い
る
か 

・
要
素
４ 

解
答
例
の
主
旨
と
の
合
致
度
の
妥
当
性 

こ
れ
ら
４
つ
の
観
点
で
採
点
し
て
い
ま
す
。 

 

 

問
３ 

「
入
院
を
経
由
す
る
と
生
活
の
場
に
戻
し
に
く
い
」
理
由
の
読
み
取
り
と
し
て
、
次
の
４
つ
の
理

由
が
含
ま
れ
て
い
る
か
？ 

お
よ
び
文
章
の
妥
当
性
に
つ
い
て
採
点
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
由(

1)

認
知
症
が
治
ら
な
い
病
気
で
あ
る
こ
と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
由(

2)

自
宅
は
家
族
が
う
け
入
れ
た
が
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
由(

3)

高
齢
者
施
設
は
満
床
、
待
機
期
間
が
長
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
由(

4)

進
行
し
た
認
知
症
は
家
族
の
負
担
が
多
い
。 

 

問
４ 

次
の
要
素
に
つ
い
て
、
回
答
に
含
ま
れ
る
程
度
と
妥
当
性
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
ま
す
。 

・
本
論
文
か
ら
読
み
取
る
「
認
知
症
患
者
」
の
正
確
な
理
解 

・
将
来
の
医
療
職
者
と
し
て
の
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
、
ケ
ア
の
内
容 


